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内
在
住
率
を
高
め
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

し
た
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
職
員
の
市

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

学
童
保
育
所
入
所
受
付
事
務
を

市
民
の
目
線
か
ら
改
善
せ
よ

と
別
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
電
話
相
談
対
応
等
の
充

実
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

議
員
　
申
請
が
集
中
す
る
曜
日

や
時
間
に
、
対
応
す
る
職
員
を

増
員
で
き
な
い
か
。

市
長
　
今
年
度
は
、
土
・
日
曜

日
に
増
員
し
、
平
日
２
日
間
は

午
後
８
時
ま
で
受
け
付
け
る
。

議
員
　
継
続
の
２
・
３
年
生
の

申
請
は
、
学
童
保
育
所
で
受
け

付
け
ら
れ
な
い
の
か
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

対
応
人
員
増
員
や
夜
間
受
付
実

施
の
効
果
等
を
検
証
し
、
学
童

保
育
所
側
の
対
応
な
ど
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
投
票
率
の

向
上
に
つ
い
て
／
三
鷹
通
り
の

三
鷹
市
役
所
前
交
差
点
か
ら
大

成
高
校
前
交
差
点
に
か
け
て
の

渋
滞
に
つ
い
て
／
一
時
閉
鎖
中

の
北
野
郵
便
局
に
つ
い
て

議
員　
共
産
党
市
議
団
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

は
、
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

売
却
に
つ
い
て
、
賛
成
が
９
・

３
、
反
対
が
29
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
だ
っ
た
。
こ
の
市
民
の
判
断

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

企
画
部
長
　
反
対
意
見
は
常
に

一
定
程
度
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
丁
寧
で
粘
り
強

い
説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
売
却
に
伴
う
説
明
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
辺
地
域
の
住

民
だ
け
で
は
な
く
、
全
市
的
に

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
繰
り
返
し
広
報
で
説
明

す
る
と
と
も
に
、
第
４
次
基
本

計
画
で
売
却
の
方
針
を
、
基
本

計
画
第
１
次
改
定
で
売
却
延
期

の
方
針
を
示
し
て
い
る
。

議
員
　
回
答
者
の
約
４
割
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
売
却
計
画
を
知
ら

な
い
、
わ
か
ら
な
い
と
の
回
答

で
驚
い
た
。
広
報
以
外
の
特
別

な
周
知
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

企
画
部
長
　
施
政
方
針
や
市
政

広
報
番
組
「
み
る
・
み
る
三

鷹
」
等
で
も
周
知
し
て
い
る
。

議
員
　
市
民
の
多
く
が
売
却
計

画
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
情
報
提
供
の
あ
り
方
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
引
き
続
き
丁
寧
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
民
の
財
産
の
売
却

が
、
市
民
の
多
く
が
知
ら
な
い

ま
ま
進
め
ら
れ
て
よ
い
の
か
。

白
紙
に
戻
し
、
市
民
と
向
き
合

い
、
話
し
合
う
こ
と
が
市
政
運

営
の
あ
り
方
と
し
て
大
切
だ
。

市
長
　
少
子
長
寿
化
が
進
展
す

る
中
、
市
民
生
活
に
資
す
る
土

地
利
用
の
方
向
性
を
担
保
し
、

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
変
重
い
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
介
護
の
人
手
不
足
が
深

刻
化
し
、
利
用
者
が
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
、
事

業
者
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

く
て
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
問

題
が
起
き
て
い
る
。
本
市
の
介

護
保
険
施
設
に
お
け
る
人
手
不

足
の
現
状
を
伺
う
。

市
長
　
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
に
至

る
よ
う
な
事
例
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、人
財
確
保
に
努
め
る
。

議
員
　
介
護
保
険
制
度
に
お
け

る
加
算
額
算
定
の
基
準
と
な
る

地
域
区
分
は
、
隣
接
す
る
市
区

と
比
べ
三
鷹
市
は
低
く
、
地
域

の
状
況
と
整
合
し
な
い
。
今
後

の
国
へ
の
働
き
か
け
を
伺
う
。

市
長
　
納
得
で
き
な
い
数
値
が

続
い
て
お
り
、
平
成
26
年
か
ら

人
事
院
総
裁
や
厚
生
労
働
省
に

対
し
て
問
題
提
起
し
て
い
る
。

引
き
続
き
要
望
を
続
け
る
。

議
員
　
介
護
職
員
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
元
気
な
高
齢
者
に

介
護
助
手
と
し
て
働
い
て
も
ら

う
方
法
が
あ
る
。所
見
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
み
た
か
ふ
れ

あ
い
支
援
員
の
養
成
を
し
て
い

る
。
身
体
介
護
は
行
わ
ず
、
家

事
援
助
に
特
化
さ
せ
、
元
気
高

齢
者
が
取
り
組
み
や
す
い
制
度

と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

議
員
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
24
時
間
訪
問
介
護
を
取
り

込
む
な
ど
、
安
心
し
て
在
宅
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
。
現
状

と
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
三
鷹
市
内
で
は
１
事
業

者
が
実
施
し
て
い
る
。
更
に
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

に
は
、
介
護
職
員
と
看
護
師
が

確
保
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
国
家
を
挙
げ
て
人
財
育
成

に
努
め
る
よ
う
提
起
し
た
い
。

議
員
　
学
校
給
食
に
お
い
て
市

内
産
野
菜
を
利
用
す
る
効
果
と

し
て
、安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
、
食
育
へ
の
活
用
等
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
市
内
産

野
菜
の
利
用
率
が
向
上
し
な
い

現
状
と
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
朝
の
限
ら
れ
た
時
間

で
の
協
力
農
家
に
よ
る
直
接
配

送
や
、
必
要
量
の
確
保
等
の
課

題
が
あ
る
。
東
京
む
さ
し
農
業

協
同
組
合
と
連
携
し
、
集
約
や

配
送
シ
ス
テ
ム
の
新
た
な
構
築

が
効
果
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
市
は
東
京
む
さ
し
農
業

協
同
組
合
と
学
校
給
食
に
お
け

る
市
内
産
野
菜
活
用
推
進
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、本
年
１

月
、連
絡
協
議
会
を
開
催
し
た
。

具
体
的
な
協
議
内
容
を
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
給
食
で
年
間
使

用
し
て
い
る
野
菜
の
購
入
量
や

品
目
、
他
市
の
事
例
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

議
員
　
市
内
産
野
菜
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
連
絡
協
議
会
で
の
意

見
を
踏
ま
え
て
、
課
題
で
あ
る

集
約
や
配
送
シ
ス
テ
ム
の
効
果

的
・
効
率
的
な
構
築
に
向
け
、よ

り
一
層
ペ
ー
ス
を
速
め
な
が
ら

具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
　
市
内
産
野
菜
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
の
東
京
む
さ
し

農
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
一
定
の
量
が
必
要
な
給

食
の
食
材
提
供
目
的
に
絞
っ
た

議
員
　
核
家
族
化
、
単
身
世
帯

の
増
加
な
ど
社
会
構
造
が
変
化

す
る
中
、
終
末
期
医
療
や
看
取

り
に
つ
い
て
必
要
性
や
意
義
が

問
わ
れ
て
い
る
。
人
間
誰
に
と

っ
て
も
死
に
至
る
時
間
の
生
き

方
は
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。
日
本

人
の
死
生
観
が
変
化
す
る
中
で

今
後
の
施
策
の
展
開
を
伺
う
。

市
長
　
で
き
る
限
り
、
本
人
の

希
望
が
か
な
う
体
制
の
構
築
が

政
策
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

議
員　
限
ら
れ
た
時
間
を
自
分

ら
し
く
生
き
る
患
者
や
家
族
に

は
、
大
切
な
時
間
が
延
命
治
療

の
中
に
埋
没
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
な
支
援（
緩
和
ケ
ア
）が
重

要
な
課
題
だ
。
自
宅
で
最
期
を

迎
え
た
い
と
望
む
人
が
増
え
る

中
で
、そ
れ
を
支
え
る
医
療
、介

議
員
　
道
路
舗
装
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

比
べ
て
耐
久
性
や
環
境
負
荷
低

減
等
の
面
で
優
れ
て
い
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
が
見
直
さ
れ
て

い
る
。
市
道
へ
の
採
用
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
コ
ス
ト
や
養
生
期
間
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、
本
市
で

は
、
車
道
部
は
主
に
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
を
採
用
し
て
い
る
。

議
員
　
市
は
道
路
点
検
用
の
自

動
車
で
市
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。
従
事
者
数
や

巡
回
頻
度
等
、
現
況
を
伺
う
。

市
長
　
２
名
が
乗
車
し
、
お
お

む
ね
月
に
２
回
程
度
は
全
て
の

道
路
を
確
認
し
て
い
る
。

議
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
は

省
力
化
と
合
理
化
に
大
変
有
効

と
考
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導

入
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
、
様
々
な
可
能
性

を
検
証
し
つ
つ
、
有
効
性
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
駅
前
な
ど
来
訪
者
が
多

く
通
る
場
所
を
石
畳
等
独
自
の

歩
道
舗
装
に
し
て
、
観
光
振
興

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長
　

足
跡
が
描
い
て
あ
る
タ
イ
ル
の

使
用
等
、
観
光
の
視
点
で
工
夫

し
た
実
績
も
あ
る
。
今
後
も
地

域
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
適
切

な
舗
装
材
を
採
用
し
て
い
く
。

議
員
　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

は
、
遠
方
か
ら
訪
ね
歩
く
マ
ニ

ア
が
大
勢
お
り
、
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
考
え
る
。
デ
ザ
イ
ン

や
彩
色
が
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長
　

今
後
、
費
用
や
安
全
性
、
維
持

管
理
面
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

体
制
づ
く
り
、
特
に
効
率
的
な

集
荷
と
配
送
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
連
携
し
て
研
究
す
る
こ
と

が
有
意
義
だ
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
「
三
鷹
台

駅
前
通
り
」
に
つ
い
て

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
平
成
27
年
度
再
度

任
用
試
験
を
受
け
た
嘱
託
員
全

員
が
合
格
し
て
い
る
状
況
だ
。

ち
だ
。
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

市
長
　
当
事
者
同
士
に
よ
る
支

え
合
い
は
、
孤
立
防
止
の
効
果

が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
引
き

続
き
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

事
業
等
の
充
実
に
努
め
た
い
。

議
員
　
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
む
た
め
の
精
神
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
策
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
関
係
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
強

化
で
地
域
生
活
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員
　
改
正
障
害
者
総
合
支
援

法
は
、
い
わ
ゆ
る「
基
本
合
意
」

と「
骨
格
提
言
」に
基
づ
い
た
改

正
と
は
言
え
な
い
も
の
だ
。
今

後
の
施
策
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
長　
法
改
正
に
基
礎
自
治
体

と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実
に
つ
な
げ
た
い
。

議
員
　
失
業
・
貧
困
問
題
等
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
社
会
の
進
行
に

伴
い
、
精
神
障
が
い
、
精
神
疾

患
の
あ
る
人
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
は
相
談
を
待
つ
だ

け
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

し
て
い
き
た
い
。
訪
問
等
を
す

る
中
で
潜
在
的
な
課
題
を
顕
在

化
し
て
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

議
員
　
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

は
就
労
に
よ
る
収
入
の
割
合
が

低
く
、
生
活
保
護
の
割
合
が
高

い
な
ど
経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
障
害
者
雇

用
促
進
法
で
は
、
精
神
障
が
い

者
が
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

雇
用
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

は
自
宅
で
過
ご
す
割
合
が
高
く

社
会
と
断
絶
し
、
孤
立
化
し
が

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

市
長　
保
護
者
に
配
慮
し
た
窓

口
の
設
置
方
法
を
工
夫
す
る
。

議
員
　
初
め
て
申
請
す
る
新
１

年
生
の
保
護
者
は
、
入
所
要
件

に
つ
い
て
な
ど
ゆ
っ
く
り
相
談

し
た
い
場
合
も
あ
り
、
継
続
で

申
請
す
る
２
、
３
年
生
の
保
護

者
と
は
対
応
に
か
か
る
時
間
が

違
う
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
受
付

議
員
　
毎
年
、
学
童
保
育
所
の

次
年
度
の
入
所
申
請
期
間
に
は

定
員
の
１
千
260
人
を
超
え
る
保

護
者
が
来
庁
す
る
。
申
請
者
は

共
働
き
の
た
め
、
申
請
は
土
・

日
曜
日
に
集
中
し
、
平
日
は
休

暇
や
昼
休
み
な
ど
貴
重
な
時
間

を
割
く
こ
と
が
多
い
。
例
年
、

受
付
の
順
番
を
待
つ
間
に
列
を

離
れ
ら
れ
ず
大
変
だ
と
い
う
声

を
聞
く
。
受
付
番
号
札
を
発
行

精
神
障
が
い
者
支
援
の
た
め

総
合
的
な
施
策
を
展
開
せ
よ

日
本
共
産
党
　
西
尾
　
勝
彦
　
議
員

日
本
共
産
党
　
森
　
　 

徹
　
議
員

共
産
党
市
議
団
調
査
を
受
け
止
め

井
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
売
却
を
見
直
せ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
小
俣
　
美
惠
子
　
議
員

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

学
校
給
食
の
市
内
産
野
菜
拡
大
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

変
遷
す
る
技
術
や
価
値
観
に

合
わ
せ
た
道
路
行
政
の
推
進
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

日
本
人
の
死
生
観
に
沿
っ
た

高
齢
者
施
策
の
展
開
を


